
【取り組む際に生じた課題】
• 各国の青果物に対するニーズの把握
• 海外担当者の育成及び人材の確保
• 生産者等との協力体制の構築

【対応の結果】
• 徐々に輸出量が増加。
• 現地の高級日本料理店への青果物の納品。
• 輸出事業の情報拡散による新たな輸出ルートの確保に成功。
• 生産者のモチベーションの向上。

＜シンガポール＞
ぶどうの試食販売の様子

＜香港＞
いちごの試食販売ブース

 鞍手町の特産品である「ぶどう・いちご」のブランド化事業
 現地の百貨店等で鞍手町産の「ぶどう・いちご」のフェアを開催
 現地の高級日本料理店との商談

福岡県 直鞍農業協同組合
『ぶどう、いちごをシンガポール、香港、台湾へ』

ぶどう、いちご

【主な品目】

シンガポール・香港・台湾

【主な輸出先国・地域】

【輸出取組の概要】

【輸出実績】

【今後の課題・展望】
• 現地ニーズに合致した商品づくりを生産者と共に検討。
• 関係機関の協力のもと、更なる情報発信に努め、輸出拡大を図る。

【生じた課題への対応】
• 現地スタッフ及びフェア来場者からの情報収集。
• 福岡県、輸出商社の九州農産物通商㈱等からの助言指導。
• 生産者との輸出の目的、事業目標・成果の共有。

【連絡先】 担当者名：戸次、中村 ＴＥＬ：0949-32-3755

【活用した施策】 直鞍農業協同組合、鞍手町、福岡県産品輸出促進協議会、九州農産物通商㈱による連携事業

青果物

（平成27年度より輸出開始）

ぶどう（巨峰等） いちご（あまおう）
出荷時期

輸出額(千円) 輸出量(㎏) 輸出額(千円) 輸出量(㎏)

平成29年度 1,300 977 413 87 ぶどう
8～9月
いちご
2～3月

平成28年度 162 108 － －

平成27年度 62 67 － －

【ウェブサイト】


